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穀粒のなかで最小のテフ

(古川冷賓)

テフErαgrostistef(Zucc.) Trotterを同

定不十分ながら報告する.

1998年7月19日，横浜市金沢区柴町を車

で走行中，白く繊細に伸びた姿に風を受け

て立つカゼクサ属らしき影が窓外を流れ，

これまで目にしてきたいずれともかなり

異なる印象を受けた.引き返して観察した

が何者なのかまったく見当がつかない.

図鑑等で世界のカゼクサ属50数種を検

討したところE.teflこ行きついた.エチオピ

アではその長さ 1mmほどの穀粒で、パンの

一種「インジェラ」を作るという.しかし眼

前の穀粒は微小なうえ(読者も紙に1mm

の粒を描いて想像してみてほしp)しかも

表面に張りのないものも多く，いったいど

れだけの数を集めれば一個のパンを成す

のかと，考えるほどにため息が出た.結実

小花も全体の数割という心細さで，これが

主食向けに栽培されるとは想像しにくく

あるいは同定を誤ったかなどと迷った.翌

日たまたま会った勝山輝男氏は，かつて試

みにカゼクサ属数種の果実を故森茂弥氏

とともに食べてみたことがあるという.だ

が筆者はテフに穀物のイメージをもてず，

口に入れるのに困難をおぼえた.

国立科学博物館にE.teflの標本3点と異

名に同定されているもの1点があった.う

ち2点は大井次三郎氏がアフリカからの種

子を三島市の国立遺伝研究所で栽培した

もので，これも登実果はまばらだった.一

方，他2点はイギリスの標本で，うち1点は

すべての小花が結実しており，しかも果実

は色，艶，張りがよく，これならエチオピア

の先人もパンを作る気になったろうと

テフの小聴.

やつと納得した.~ 

ほど採集のそれと近似し，E.tef汽でで、lはまないカか、

との推測を深めた.

エチオピアでは昔からテフで作るイン

ジェラが最も重要な食料だった.栄養価も

高く蛋白質などはコムギと同等，カルシウ

ムは4.8-5.7倍で，鉄分も豊富.栽培量はコ

ムギ，オオムギなどより多い.

テフの語源はエチオピア語のTefa-紛

失ーで，落とすとまず見つからないことに

よる.カゼクサ属の英名は-lovegrassとな

るものが多く，シナダレスズメガヤが

Weeping love grassで、あることはよく知ら

れている.ちなみにコスズメガヤはLittle

love grass.カゼクサはWindlove grass ， 

ニワホコリはDustlove grassと面白いが，

テブはTefまたはTeffとそっけない.和名に

ついては，帰化植物便覧(太万掛優，1998)

によれば琉球植物目録に「テフ」とあり，復

帰後に沖縄島へ帰化したと記されている.

金沢区の同地になぜ種子が到来したの

かは分らない.道路の法面に30株ほどがま

ばらにつらなっていたが，法面の上端に接

する平面はかなり以前からある2つの畑

で，周囲もふくめて牛糞はまかれていな

い.その反対側は今年開設された市民農園

だが，道路はこの農園とともに開通したば

かりで，法面もこれに伴って築かれた.

同定のポイントとしては(1)第2包穎がと

ても長い，(2)全草に腺点がない，(3)枝の基

部に長毛がある，(4)果実が長さ約1mm，

(5)1年草で引き抜きやすp-ーを確認でき

ればよい

以下は性状と形質.

1年草.腺点はない.稗は直立するか基部

が倒伏し，高さ50-100cm.葉は長さ20-

30cm，幅2-5mmで、無毛，ざらつく .葉鞘は

無毛で口部には長毛がある.葉舌は高さ

0.3mmほどの毛列となる.

円錐花序は長く て(15-)30-40cmとなり，

やや弓形に傾くことが多い.枝は斜上また
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は中軸に寄り添い，最下部で数本輪生し ，

その上では1-2本ずつ出て，さらに1-2回分

枝する.中軸と枝の分岐には長毛があり ，

最下部は5本以上，その上では1-2本を数え

る.最下部を除く枝の基部には小穂を付け

ない.

小穂は偏平で長さ2.5-6mm，幅0.9-

1.7mm.4-12小花からなり ，薄緑色から灰緑

色で一部紫色をおびる.各穎とも中央脈に

沿って鋭い竜骨となる.第1包穎は長さ約

1.5mm，第2包穎は長さ2.2-3.3mm，最下護

穎は長さ2.3-2.7mmでイ則脈ははっきりして

pる.内穎は長さ約1.8mm.おしべは3個で，

蔚は長さ0.2-0.3mm.穎果は長さ0.9-1.2mm

で，成熟しでも脱せず，護穎，内穎とともに

残るが， しばらくして一部は散り落ちる.

同定にあたり標本閲覧の便宜を図って

下さった国立科学博物館の秋山忍先生に

は深く感謝申し上げる.
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クルマシダとウスヒメワラビ

(田中一雄)

クルマシダ

Asplenium wrightii Eat. ex Hook. 

(1)1997年11月4日，小田原市根府川の標

高約300m.星ヶ山東麓の，やや乾燥気昧の

ヒノキ林斜面で1株発見した.全長50cmほ

どの胞子嚢群を付けた成株である.葉を4

枚出していたが，完全な葉は1枚のみで

あった.

(2)1998年12月7日，南足柄市苅野の標高

約280m.明神ヶ岳北東麓の，あまり湿潤と

は思えないスギ，ヒノキ混植林の斜面で1

株発見した.全長70cmほどの胞子嚢群を

付けた成熟した株で，完全な葉を6枚出し

ていた.

神奈川県レッドデータ生物調査報告書

によれば，松浦(1958)に箱根での記録があ

るのみで，標本の所在について記述はな

い.現在の所，南足柄市産が北限産地と思

われる.その後観察を続けているが，1999

年2月現在，いずれも順調に生育している.

クルマシダは1回羽状でチャセンシダ型

の線状胞子嚢群を持ち，葉身表面は濃緑色

のエナメルを塗ったよ うな強い光沢があ

る.伊豆半島以西の暗く湿潤な暖かい谷に

多く見られる.箱根東麓で2個所見られた

ことなどから，丹沢や三浦半島にも自生が

考えられる.

ウスヒメワラビ

Acystopteris jα:pomcα(Luerss.) Nakai 

1998年4月23日，小田原市根府川の星ヶ

山東麓の，標高約250mにある適湿なスギ

林斜面にて，葉数30枚ほどの一群を発見し

た.ほぼ1m2の範囲に生育しており，同一根

茎の群落と思われる.1999年12月現在，季

節がら枯れかけてはいるが順調に生育し

ている.

神奈川県レッドデー タ生物調査報告書

によれば，1950年代に丹沢の姫次ー蛭ヶ岳

に確実な記録と標本があるが，それ以外の

記録は不確実なものが1例あっただけで，

他に記録は見当らないとのことである.

ウスヒメワラビは山地性のシダで，全長

50cmほどの薄い葉質を持ち，浅緑色の羽

片に黄色の胞子嚢群，紫黒色の折れやすく

細い葉柄に白色の鱗片を持った，繊細で美

しいシダで，通常陰湿な林床に群生する.

今後，箱根や丹沢の山地で発見される可

能性の高いシダと考えられる.
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タネツケバナ類(Cardαmine)の検討

(城川四郎)

オオノTタネツケ}¥ナ，ミズタネツケノ〈ナ，

タネツケパナ，タチタネツケパナはそれら

の典型的な個体では識別に困ることはな

い.しかし，それぞれ変化が多く，どちらの分

類群として整理すべきか迷う個体も少なく

ない.特にオオノくタネツケノfナと ミズタネ

ツケパナ，タネツケパナの境界が不明瞭で

ある.身近にたくさん生えている植物たち

であるだけに，いつも気になるが，今も解決

できず，継続観察中である.千葉県植物誌資

料12号に大場達之先生はミチタネツケパナ

の紹介とともに，タネツケパナ類の暫定的

検索表のなかでミズタネツケパナはオオパ

タネツケパナとタネツケノfナの中間的なも

のらしいとされている.

干ムもミズタネツケノくナはオオノくタネツケ

パナとタネツケパナの中間的なものとして

整理するのがもっとも妥当と考える.まだ

多年生，越年生などの点、で釈然としない部

分もあるが，一応タネツケパナ類の分類特

徴を次のように整理してみた.

参考図は検討標本の一部について，根生

葉または茎基部の葉，茎の中部に着く葉，茎

の上部に着く葉の代表的なものを下から上

に順に並べたものである.

ミチタネツケパナ (図:P，Q)

Cardαmine hirsutα 

根生葉は花時にも緑色で，ロゼッ卜状.r頁

小葉は側小葉より大きい場合が多く，各小

葉はごく浅いきれこみがあるか，またはほ

とんど全縁円形である.茎葉は根生葉にく

らべ貧弱で各小葉は茎の上部の葉ほど細く

なり ，最上部では狭披針形~線形となる.茎

は直立するが基部で枝分かれすることが多

く，主茎が不明瞭な場合もある.茎は無毛で

あるが，葉柄基部と葉の表面には粗L、毛が

ある(在来種とは異質の毛).果柄は花茎に狭

い角度(約30
0

)で上向きに立つので，長果が

茎に寄り添って立つように見える.分布域

を急速に広げつつある帰化植物として注目

されている.私の担当する松田地区ではゴ

ルフ場が分布源らしく ，その周辺では特に

多い.裸地，芝地，草叢にも生え，酒匂川の川

原では水辺にも生育しているが，水田では

まだ見ていない.

タチタネツケバナ (図:M，N，O)

Cαrdαmine flexuosαsubsp. fallax 

根生葉および茎下部の葉は，若い株では

よく発達，多数斜上し，頂小葉は側小葉とほ

とんど同大，いずれも他のタネツケパナ類

にくらべ小型で，欠刻，湾入などのきれこみ

が顕著.花時には枯失するものが多い.茎葉

はよく発達し，根生葉にくらべ各小葉は細

長くなり，最上部では線形となる.茎は直立

し，よく分枝する場合も主茎は明瞭である.

茎も葉も多毛なものが多い.茎下部がまれ

に紫色を帯びるものがあるが普通全草緑色

である.果柄は花茎にやや広い角度(約50
0

) 

で斜関するので，長果は花茎から離れて立

つ(在来のタネツケパナ類共通).林縁で見る

ことが多い.草の姿は一見ジャニンジンに

似る.タネツケパナほど普通ではない.

オオパタネツケパナ(図:A，B，C，D，E，)

Cαrdamine scutatα 

根生葉および茎基部の葉は，頂小葉が側

小葉にく らべ明らかに大きく，各小葉はき

れこみがほとんどなく全縁円形ー楕円形

花時には完全に枯失していることが多い.

茎葉はよく発達J頁小葉が側小葉にくらべ

際立つて大きく，茎上部の葉ほど長くなる

傾向はあるが，茎最上部でも頂小葉の幅は

10mm以上が保たれ日』小葉はふつう2対以

下で少ない.茎は基部からよく分岐し，主茎

不明瞭な場合と，基部分岐が少なく主茎明

瞭な場合がある.茎も葉もほとんど無毛ま

たは少毛.全草緑色である.長果は花茎から

離れて立つ(在来のタネツケパナ類共通).水

辺に生える.

ミズタネツケパナ (図:F，G，H)

Cardαmlne舟xωsαvar.latifolia 
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根生葉および茎基部の葉はJ頁小葉が側

小葉にくらべ明らかに大きく ，各小葉は多

少きれこみをもつものが多く，花時にはほ

とんど枯失している.茎葉はよく発達，頂小

葉が側小葉にくらべ明らかに大きく，茎上

部の葉ほど長くなる傾向はあるが，最上部

の頂小葉の幅は5mm以上が保たれ，側小葉

の数はふつう3対以上ある.茎は基部からよ

く分岐して主茎が不明瞭な場合が多い.茎

も葉も少毛.茎基部がまれに紫を帯びるこ

とがあるがふつう全草緑色である.長果は

花茎から離れて立つ(在来のタネツケパナ

類共通).水辺に生える.

タネツケパナ(図:I，J，K，L，R)

Cαrdαmine flexωsα 

根生葉および茎基部の葉は他のタネツケ

パナ類同様に普通は羽状複葉で，頂小葉が側

小葉にくらべやや大きく ，各小葉は多少きれ

検索表試案

こみをもち，花時にも一部は残存しているこ

とが多い.ただし一年草型の貧弱な個体では

根生葉が羽状複葉にならず，花期にも残る.

茎葉はよく発達)頁小葉が側小葉にくらべや

や大きいが，茎上部の葉ほどI頁小葉と側小葉

の大きさの差はなくなり ，茎最上部の小葉は

pずれも狭披針形となり ，頂小葉の幅は

5mm以下となる.側小葉はふつう3対以上.

茎は基部からよく分岐して主茎が不明瞭の

場合が多いが，ときに分岐が少なく主茎明瞭

の場合もある.毛はふつう茎下部に多く，葉

は葉柄と葉縁だけに見る場合が多いが，毛の

量は個体による変化が非常に大きい.少なく

とも茎基部は紫色を帯びる.長果は花茎から

離れて立つ(在来のタネツケパナ類共通).水

田の縁，耕されることの少ないみかん園など

に発育のよい株が多い.貧弱な個体はさまざ

まな環境に見られる.

A.茎葉はあまり発達せず，根生葉がよく発育して，花期にもロゼット状でめだっ.果柄は狭い

角度(30度)で斜めに出るので長果は茎に寄り添うように立つ.......…・・ミチタネツケパナ

A.茎葉が発達し，根生葉は花期には残存状態か枯失しているることが多く，ロゼット状である

ことはない.果柄は茎にやや広い角度(約50)に斜関するので，長果は茎から離れて立つ

B.頂小葉と側小葉はほぼ同大.根生葉や茎の中部以下の葉では，各小葉と もに深い湾入，欠

刻がある.茎上部の葉の小葉は線形となる.主茎が明瞭で，茎も葉も多毛

ータチタネツケノtナ

B頂小葉は側小葉より大きい.根生葉や茎の中部以下の葉では，各小葉ともに湾入，欠刻が

あっても浅くてめだたない.茎上部の葉の小葉は披針形~卵形.主茎は不明瞭であること

が多く，茎や葉はほとんど無毛から多毛まで変化がある

C.根生葉や茎基部の葉は残存していることが多い.茎上部の葉の頂小葉は披針形となり，

幅はふつう5mm以下，側小葉は3対以上ある.少なくとも茎の下部や葉柄，葉縁には毛

があり，茎下部は紫色を帯びる....・H ・-…-・・ ・…・・…・・…・…...……・・H ・H ・-…..タネツケパナ

C.根生葉や茎基部の葉は枯失していることが多い.茎上部の葉の頂小葉は広披針形~卵

形で，幅は狭くても5mm以上あり，側小葉よりめだって大きい.茎や葉は無毛か，少毛.

ふつう全草緑色である

D.茎上部の葉は頂小葉が楕円形~卵形で，幅は10mm以上あり，側小葉は2対以下であ

ることが多い.全草緑色.…・…………………...・H ・-…ー………H ・H ・-オオパタネツケパナ

D.茎上部の葉は頂小葉が広披針形~楕円形で，幅は5mm以上あり，側小葉は3対以上で

あることが多い.ふつう全草緑色ときに茎基部に少し紫色を帯びる

ミズタネツケノTナ
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O本誌No39(1994)P.421で小崎昭則さん
がミチタネツケパナの帰化についての紹

介に添えて比較の意味でタ ネツケパナ，タ

チタネツケパナの標本コピーを示されて

いる.そのタネツケパナは根生葉が羽状権

葉にならない一年草型の貧弱な個体(図R

型)で，庭の隅や芝生の聞に年中顔を出し，

普通に見られるが，タネツケパナの標準型

ではないので比較標本としては不適当な

ようである.タチタネツケノtナとされたも

のは，小葉が他のタネツケパナとほぼ同大

であること，明らかな頭大羽状に見えるこ

とから，私の認識しているタチタネツケパ

ナとは違うもののようである.

Oコタネツケパナについては検討資料を

得ていないので今回触れなかった.横浜港

での古い記録や小崎さんの川崎での記憶

などがあり，現在も県内分布の可能性は

きわめて高い.小葉基部がくさび形，葉縁

にときに微毛がでる以外は無毛，種子の周

囲に狭いひれがあるという特徴があると

pう.

ハ工ドクソウとナガバハエドクソウ

(三輪徳子・城川四郎)

はじめに:ナガノ¥J¥エドクソウはハエドク

ソウと葉形が多少違うだけで，せいぜい品

種レベルの違いとして扱っている文献が

多い.参考文献として重宝している日本の

野生植物(平凡社)ではナガパハエドクソ

ウは無視されたのか記述されていない.筆

者の一人城川が県植物誌1988のハエドク

ソウを担当した記述でも，研究不十分のま

ま品種として扱った.その標本検討当時，

小崎昭則さんからハエドクソウとナガパ

ハエドクソウの開花期は違うのではない

かとの貴重な指摘を受けながら，追求を怠

たり，植物誌1988にその指摘を生かすこと

ができなかった.気にかかっていたので，

その指摘を解明するためにハエドクソウ

とナガパハエドクソウの両者について，詳

細な検討を加えた.その結果，小l崎さんの

指摘のように両者の開花期のピークはほ

ぼ1ヵ月の差があるだけでなく，その他の

点でもかなりの相違があることを明らか

にすることができた.両者の相違点に重点

をおいて調べた結果は次のようである.

分布と個体数:文献の多くが両者を区別し

て扱っていないので，分布や個体数の状況

を文献からは知ることができない.先年出

版された長野県植物誌で、はハエドクソウ

について「葉は普通卵形で…，時に細長い

ーものがありナガパハエドクソウと呼ぶ」

と記している.この文面からはハエドクソ

ウが普通で，ナガパハエドクソウが時に現

われるように読みとれる.しかし，筆者ら

の神奈川県における観察では，ナガパハエ

ドクソウが圧倒的に多く ，普通である.静

岡県植物誌で、はハエドクソウは深山の林

中にあり，少ないとし，ナガパハエドクソ

ウは暖帯山野に普通としている.どちらが

普通かという点については正しく認識さ

れていると思われる.しかし，ハエドクソ

ウが都市周辺の二次林で多く採集され，深

山に限るものではないことや，ナガパハエ

ドクソウを富士山の西臼塚のブナ帯で多

数観察した事例から ，それが暖帯に限るも

のでもないことは確かである.

生育環境:ノ、ェドクソウの生育している周

辺にはナガパハエドクソウの生育も見る

のが普通で、あるが，ナガパハエドクソウだ

けが観察され，ハエドクソウを見つけるこ

とができない場合は甚だ多い.このことは

両者の好む環境に相違があるのではなく，

分布個体数の相違によるものと思われる.

両者とも半日陰の林床や林側に生育する.

開花期:ノ、ェドクソウの開花は7月1日ごろ

に始まり，最盛期は7月15-25日.ナガパハ

エドクソウの開花は6月1日ごろに始まり，

最盛期は6月15-25日.両者には約1ヵ月 ，

開花最盛期のずれがある.
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根:ノ1エドクソウの根はナガパハエドクソ

ウの根に比べ明らかに細く，数が多い.し

たがって根だけでも両者の識別は可能で

ある(図のRとrを参照). 

茎:ノ、ェドクソウの花軸基部までの高さは

ほぼ90cm以下.節の数は13以下，各節の間

隔は上部でもほぼ同じ.ナガパハエドクソ

ウの花軸基部までの高さはほほ:'45cm以

下.節の数は8以下，上部の節の間隔は狭ま

る傾向が強い(図のMとm参照).

花軸:1、ェドクソウの花判lは30cm以下，茎よ
り短い.ナガパハエドクソウの花車IUは60cm

以下，しばしば茎より長L、(図のMとm参照). 

葉:ノ1エドクソウの葉は7-10対，卵形~楕

円形，葉脈の細脈が裏面の外面近くに分布

するため細脈まで明らかに見える.ナガパ

M '!1 

ハエドクソウの葉は4-6対，長卵形ー楕円

形，葉脈の細脈は葉肉内に分布するため細

脈は外から見えないかまたは不鮮明.1株

全(木の葉を見れば両者の葉形の遣いは明

らかであるが，上部の葉で、はハエドクソウ

にも長卵形となるものがあり，葉形だけで

はナガパハエドクソウと識別困難な場合

も少なくない.上部1-2対の葉と花序だけ

の標本では葉形だけに頼ると誤認の恐れ

がある.文献でナガパハエドクソウは葉が

茎の上部に集まると表現されているのは，

葉の数が少なく，上部の節の間隔の狭まる

傾向が強いからであろう(図のGとg参照).

花:ノ、ェドクソウの花冠は長さ7-9mm，

下唇の幅ほほと6mm，上唇の2裂して生ずる

二つの突起の両側にやや平坦部がある.ナ

M ハエ ドクソウの模式図(1998.7.19横浜こども自然公園で採取，花穂先端までの高さ1mの個

体)，m:ナガパハエドクソウの模式図(1998.7.9松田町で採取，花穂先端までの高さ1mの個体)， 

T:模式図Mとmのスケール lOcm， F:ハエドクソウの花部拡大図，f:ナガパハエドクソウの花

部拡大図，G:ハエドクソウの葉裏に見える葉脈，gナガパハエドクソウの葉裏に見える葉脈， t: 

葉脈図Gとgのスケール 1mm， R:ハエドクソウの根， r:ナガパハエドクソウの根.
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ガパハエドクソウの花冠は長さ6-7mm，

下唇の幅ほぽ4mm，上唇は2裂して生ずる

二つの突起だけで両側に平坦部はない.

両者ともに長さ 1cmに満たなL叶、さな

花であるが，並べて比較すれば明らかにハ

エドクソウの花の方が大きく，上唇の2裂

した突起の左右に広がりを持つ.花が小さ

いのでごの特徴を乾燥標本で確認するの

は困難である.ちなみに多くの文献でハエ

ドクソウの花として図解されているもの

は，ほとんどナガパハエドクソウの花で，

精選牧野植物図集(学習研究杜)はハエド

クソウの花のようである(図のFとf参照).

まとめ:以上のことからハエドクソウとナ

ガパハエドクソウの相違は軽微なもので

はなく，根，茎，葉，花のどの器官でも相違

点があり，花期も明らかに違いがある.今

のところフィールド現場および完全な標

本では，両者の中間で識別困難なものには

接 していない.現在，ハエドクソウは

Phryma leptostαchyαvar. asiαticαの学

名が用いられ，北アメリカ産のものの変種

とされている.ナガパハエドクソウはその

品種としてform.oblongifoliαが用いられ

ることが多い.しかし，わたしたちは品種

レベルの扱いは不当で，ハエドクソウと並

ぶ変種var.oblongifoliαの扱いが妥当であ

ろうと考える.北アメリカ産の母種とされ

ているものの実体を把握していないので

学名の当否について述べることはできな

いが，ハエドクソウとナガノり1エドクソウ

の関係については現在の扱いが不当であ

ることを強調しておきたい.

付記

※1.どういうわけか新日本植物誌(至文

堂)，原色日本植物図鑑(保育杜)ではハエ

ドクソウ科には「小包はないjと記してい

るが，1個の琶と2個の小琶がある.(図のF

とf参照)

※2.ハエドクソウ科はゴPマノハグサ科や

クマツヅラ科によく 似ているが，子房1室，

種子1個の点で区別され，独立の科として

扱い，1科1属1種で構成されるものとして

きた.しかし，クマツヅラ科の特殊形とし

てクマツヅラ科に所属させる見解もある.

※3.わたしたちの調査結果については継

続的に検証を進める必要があることはも

ちろんである.茅ヶ崎ではきわめて興味深

p標本が1点採集されていることや，筆者

の一人三輪はナガパハエドクソウで節聞

のつまらない型がまとまって生育してい

るのを観察した.ハエドクソウ，ナガパハ

エドクソウの両者の開花期のピークはか

なりの差があるが同所で同時期に両者が

開花している例も少なくない.当然雑種の

存在が考えられるが，今のところそれと確

認できる標本には接していない.今後，追

求すべき課題は多い.

※4.お願い

県植物誌1988ではハエドクソウとナガ

パハエドクソウの扱いについて，多くの文

献と同じく ，明確に区別しないという誤り

を冒したので，県内の両者の正確な分布，

特にハエドクソウの分布が不明確である.

一つのメッシュからハエドクソウかナガ

パハエドクソウのどちらかが採取されれ

ば，そのメッシュの担当者はもうハエドク

ソウは採取済みとした場合が多いと考え

られる.筆者らの観察では分布域も個体数

もナガパハエドクソウの方がはるかに多

く，開花期も早いので各メッシュではナガ

パハエドクソウが先ず採取され，ハエドク

ソウは見過ごされた可能性が高いと考え

られる.だから，改訂版ではぜひハエドク

ソウの正確な分布図を作成したい.7月中

旬がハエドクソウ採集の適期なので，その

頃，ハエドクソウ未確認の各担当メッシュ

では，改めてハエドクソウに注意を払って

採集して頂くよう会員皆さんのご協力を

期待する次第である.
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東京湾側のユキヨモギ

(長谷川義人・金子紀子)

ユキヨモギ ArtemisiαmomLyαmae

Kitam. (1934)は籾山泰一先生が関東大震

災の後に鎌倉の稲村ケ崎で見いだしたヨ

モギ属の一種である.籾山先生(現調査会

顧問)を記念して京都大学の北村四郎先生

が記載発表された.筆者の一人長谷川は，

かつて籾山先生のご案内で基準産地の稲

村ケ崎東側の鎌倉市坂ノ下の崖下に本種

を訪ねた.その後，長谷川は『横浜市南部高

等植物仮目録J作成のため1965年に ，東京

湾岸の金沢区小柴周辺の追加調査を行っ

た際に，小柴の集落の北側の海岸にユキヨ

モギが生育するのを発見した.海岸が埋め

立てになりその後は忘れていたが，植物

誌・横浜ブロ ックの金子紀子氏が最近本品

を採集された.この採集品には純正なユキ

ヨモギとヨモギとの雑種と考えられる，い

わゆるイナムラヨモギも含まれていた.ユ

キヨモギは北村先生が当初発表されたよ

うに独立種の扱いにするか ，原寛先生の

ようにカズザキヨモギ(ヨモギ)の変種

Artemisiαprincepus Pampan. var. 

momiyamae (Kitam.) H.Haraにする説も

あるヨモギに近縁の種である.

金子紀子氏の私信を紹介する.(一部加除)

『金沢区柴町の山間に点在する畑があり

ましたが1993年から1994年4月まで土地

改良工事が行われました.新しく造られた

法面にカワラヨモギ，ヒメヨモギなどが生

えてきました.崩壊防止のために吹き付け

られた種子に混ざ、っていたのだろうと思

われます.高橋秀男先生に海岸近くにはユ

キヨモギとヨモギの雑種があるかもしれ

ないと向って葉の表面に毛のあるヨモギ

を探していたのですが，毛があるどころか

夏になっても真っ白に毛が残るヨモギを

見つけま した.花は通常のヨモギより一回

り大きく，やはり白い毛に覆われていまし

た.それがユキヨモギでした.ユキ ヨモギ

は法面を工事していない昔からおなじ場

所に点在し ，ず、っと以前からこの場所に生

えていたようです.j 

金子紀子氏と共著と して報告する.

参考文献

長谷川義人， 1967.横浜市内南部高等植物仮目

録第2回改定(未発表)

長谷川義人， 1994.多摩丘陵と三浦半島の中間

地域の植物.神奈川自然誌資料(15):73 

神奈川県植物誌調査会編， 1994ユキヨモギの

ことなど.籾山泰一先生論文集 p.9.

訂正と追加

(長谷川義人)

[lJポプラの学名

FLORA KANAGAWA No.43:468-469 

にヤナギ科ヤマナラシ亜科の一覧を登載

した.この際， ポプラの学名をPopulus

nigura var. italicαを用いたが，ポプラは近

頃では雑種起源のものと考えられ学名は

Populus X cαnαdensis Moench. Verz. 

Ausl. Baume Weissent. 81(1785)が多用

されるので，訂正しておきたい.この種は

P. deltoides (♂) X P. nigrα(♀)或いは

P.αngulαtα(♂) X P.nぽrα(♀)と考えられ

ている.

ポプラには栽培品種が10種以上あって，

形状は一定でない.今回，学名を訂正する

こととしたが，この雑種は元来栽培中に出

現したものと考えられ，その由来起源はあ

きらかではない.ポプラ類の同定は容易で

はない.

[2Jウラジロウコギの学名.神奈川県植物

誌1988補遺に追加.

本種は未だ神奈川県で発見されないが，

従来使用の学名は ，Acanthopanαx 

hypoleucus Makino in B.M.T. XII: 18 

(1898)であるが，最近，大橋はウ コギ属に

Gen. Eleutherococcus [Ohashi，in 

J.J.B.62:357Jを採用したが，本種について

は触れていない.この組み合わせは『日本
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種子植物集覧jにあり，次のようになる.

Eleutherococcus hypoleucus (Makino) 

Nakai in Journ. Arn. Arb. V: 10(1924) 

この件は，筆者の文献の見落としである.

[3Jハコネセンニンソウ(仮称)について.

FLORA KANAGAWA NO.32・352に

Clemαtis terniflorαf.hαkonensis (non 

Franch. et Sav.) nom. tαntumハコネセン

ニンソウという予定名を書いたが，次のも

のと同じであったので，訂正を行いたい.

c.mαXlmoωl.CZ泊四Franch. et Sav. Enum. 
Pl. Jap. II: 261 (1878) 

c.pαniculαtα(non Gmelin 1791) Thunb 
(1794) f. maximo山CZlα四 (Franch.et Sav.) 

Honda in Bot. Mag. Tokyo 51: 644(1937) 

C. terniflora DC.(1817) f. ma幻moωlCZlαm

(Franch. et Sav.) Honda， Nom. Pl. 

Jap.505(1939) 

ホソノtセンニンソウ(センニンソウと

同種，幼形といわれている.)

大井:日本植物誌(1953・1956再版)では

C. maximowiczianαをセンニ ンソウの学

名とした.これは細L、小葉を持つホソパセ

ンニンソ ウを同種と考えての採用であっ

たが，先行名の C.terniflorαDC.が現在の

センニンソウの学名になった.この経緯に

就pては原先生の報文をお読み下さい.筆

者が幕山で採集した個体は，センニンソ ウ

の幼形であったと考える.ただしこれが固

定した火山変形のものであれば，和名をホ

ソパセンニンソウとして本田博士の学名

が使用できると考える.なおC.hakonensis 

Franch. et Sav.はテッセンの異名である.

自身の不明をお詫びして訂正いたします.

参考文献

牧野富太郎， 1897.日本産せんにんさう属ノ諸

種.植物学雑誌 11:(327) 

牧野富太郎， 1912. Clematis japonicαHoutt. 

植物学雑誌26:81. 

田村道夫， 1953.東亜産センニンソウ属につい

ての知見1植物分類，地理 15:17. 

原寛， 1975.センニンソウの学名植物研究雑

誌50:155. 

神奈川県植物誌備忘録(1) 

(勝山輝男)

植物誌の調査もいよいよ大詰めとなっ

たが，標本や文献をチェックし始めると ，

見逃していたものも含めて，さまざまな新

しい知見が出てきた.これらの詳細につい

ては植物誌2001で取り上げれば良いので

あるが，速報としてフロラカナガワに書い

ておけば，残すこと1年となった野外調査

の参考になるものと思い，新産地の報告も

含め，手許にある話題を書きしるした.

イワイヌワラビ (オシダ科)

Athyrium nikoense Makino 

箱根台ヶ岳(Oct.ll，1965城川四郎

YCM-7088) ，箱根駒ヶ岳(May，31，1964大

場達之)の記録があるが，植物誌1988の調

査では確認できず，神奈川県レッドデータ

生物調査報告書(1995)では絶滅とした.

1998年8月25日に丹沢山一蛭ヶ岳の北面

の，モミジカラマツの生えていた岩場に隣

接する岩場で採集するととができた.ま

イワイヌワラビ.丹沢，1998.8.25. 
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た，9月4日には箱根神山西面でも見出すこ

とができた.

ツルミヤマカンスゲ(カヤツリグサ科)

Ca円四multifoliαOhwivar. stoloni斥rαOhwi

ミヤマカンスゲに似て，やや小型で，葉

が軟らかく，旬旬枝を伸ばすものが，箱根

三国山で採集され，ハコネカンスゲ(ミヤ

マカンスゲ×ゴンゲンスゲ)として報告さ

れた(大場， 1984.神奈川自然誌資料

(5):74) .その後，箱根白銀山，双子山，須雲

川源流，湯河原土肥大杉の沢，伊豆達磨山

などで採集され，比較的明るい所に生える

ものはよく結実し，果胞は無毛で噛がやや

長いことがわかった.また，Koyama(1955， 

J.Jap.Bot.30:129-137)がミヤマカンスゲ

とホンモンジスゲの雑種として報告した

イズホンモンジスゲ C. Xterαmoto[ 

T.Koyamaも同ーのものであることが判

明した.

ミヤマカンスゲの変種として記載

されたもので旬旬枝を出すものには，

C. multifolia Ohwi var. stolonifer.αOhwi， 

C. multifoliαOhwi var. imbecillis Ohwi， C. 

multifoliαOhwi var. tori悶naT.Koyamaが

あるので，これらの変種のタイプ標本を

チェックしたところ，ノ、コネカンスゲとし

たものは福岡県背振山から記載されたC.

multifolia var. stoloniferαと同じものであ

ることがわかった.Ohwi(1931)の原記載に

は和名が出ていないが，杉本検索誌でツル

ミヤマカンスゲの和名を使用している.

結実すること，かなり広範囲に見られる

ことから ，雑種ではないと考え ，県博，東

大，科博，京大のミヤマカンスゲの標本を

チェックしたところ，同様のものが兵庫県

笠形山・雪彦山周辺，徳島県名西郡神山町

雲早山(alt.1200m)からも見出され，関東

以西の本州，四国，九州の山地に点々と分

布していることが示唆された.ミヤマカン

スゲとは全体に小形で葉が軟らかく，やや

地上性の太い筒旬枝を伸ばし，果胞が無毛

な点、などで異なり，ミヤマカンスゲとは別

種としてもよいような分類群であるが，こ

の点については今後の課題としたい.詳細

については他のミヤマカンスゲの種内分

類群とあわせて，日本スゲの会会報第8号

に報告した.

セイタカスズムシソウ(ラン科)

LipαnSJα:pon[cαMaxim. 

県内では丹沢で記録されていたが，箱根

からは報告がなかった.詳細な産地を報告

するのは控えるが，1998年7月22日に箱根

で確認することができた.

モミジカラマツ(キンポウゲ科)

Trαutuetteriαcαrolinensis (Walt.) Vail 

V訂 .}Iαpomcα(Sieboldet Zucc.) T.8himizu 

植物誌1988では取り上げられていない

が，1962年に丹沢山，1979年に桧洞丸で標

本が採集されていたことを丹沢大山自然

環境総合調査報告書丹沢山地動植物目録

(1997)で報告した.1998年8月25日に丹沢

セイタカスズムシソウ.箱根，1998.7.22 
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山一蛭ヶ岳の北面の湿った岩場でかなり

の個体数を確認することができた.蛭ヶ岳

ー桧洞丸や丹沢山一三峰山稜方面の北面

でもシカが踏み込めないような急な岩場

には残っている可能性が高いと思われる.

ハイキジムシ口(ノfラ科)

Potentillααnglica Lichard 

吉川アサ子さんが横浜市都筑区茅ヶ崎町

で採集された.ヨーロ ッパ原産の上記の学

名の植物と同定され，日本新産の帰化植物

として報告した(勝山・田中，1998.植物研

究雑誌，73:175-177).根生葉は5小葉からな

り，茎は地面をはって長く伸び，花は茎葉の

服に1個ずっつけ，4弁のものが多い.

アメリカゴウカン(マメ平ヰ)

Desmathus illinoensis (Michx.) MacMillan 

ex Robinson & Fem 

座間市小池東原の畑地で採集されたす

でに沖縄に帰化が報告されているが，本土

への帰化ははじめてと思われ，ヒメツクパ

ネアサガオ，アメリカクサレダマとともに

松本雅人氏との共著で植物分類地理

49:74-76に報告した.

ヒメハマアカザ(アカザ科)

Chenopodium leptophyllum Nutt. 

シロザに近縁な植物であるが，全体に繊

細で，高さ20cmほどである.葉が線状披針

形のために一見するとホソパノハマアカ

ザに似ている .北アメリカ原産で浅井

(1973，植物研究雑誌，48:70-71)が横浜，静

岡県清水港，千葉県木更津への帰化を報告

していたが，植物誌1988ではふれられてい

ない.1998年，座間市小池東原の畑地で松

本雅人氏が採集され，25年ぶりの再度の帰

化の記録となった.付近は牛の肥育を行な

う畜産農家が多い地域で，その飼料から牛

糞を経て散布されたものと推定される.

ハマアカザ (アカザ科)

Atriplex subcordatαKitagawa 

植物誌1988では「神植誌1958に産地を示

さず記録しであるが，今回の調査では確認

していなpJとある.科博や都立大には次の
ような標本が残されているので，かつては

東京湾沿岸.三浦半島，湘南海岸などにかな

りの分布があったものと想像される.生育

地は必ずしも塩湿地だけではなく，ゴミが

たまるような砂浜や河口周辺などにも見ら

れるので，三浦半島あたりでは現存する可

能性もある.相模鎌倉Aug.26，1956Y.Asai 

TNS-283145; 銅官倉 Aug.27，1956 

S.Okuyama TNS-257940;相模横浜

Sep.16，1894採集者未記入TNS-19325;横

浜平沼 Oct.2，1893牧野富太郎 MAK-

41310;横浜平沼 Sep.3，1894牧野富太郎

MAK-97328;藤沢市鵠沼May，30，1960西

尾和子KPM-NA0003363;江ノ島 1935牧

野富太郎 MAK-97327;横須賀天神島

Nov.20，1955水島正美 MAK-2489

ミナミハマアカザ(仮称)(アカザ科)

Atriplex suberectαVerdoom 

座間市小池東原(1998年5月，

6月)と相模原市磯辺峰山(1998

年7月)で松本雅人さんが不明の

アカザ科植物を採集された.花

は単性で果実は2枚の大きな琶

葉に包まれる点、で、ハマアカザ属

とわかる.日本産のハマアカザ

属はハマアカザ，ホソパハマア

カザの2種があり，ホコガタアカ

ザが帰化しているが，いずれも

項生の花穂をつくる.本種は花ハイキジムシロ.スケールは 10cm.

可
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が葉服に束生するので，これらとは容易に

区別できる.南アフリカで記載され，オー

ストラリアに広く分布し，ハワイに帰化し

ている上記の学名の植物と思われる.南半

球の原産なので上記の和名をつけて整理

することとした.詳細は今シーズンの発生

状況を観察してから報告する予定である.

アメリカアワゴケ(アワゴケ科)

Callitiche terrestris Raf. 

横浜市での発見者である河清英子氏と

の共著で日本新産の帰化植物として植物

研究雑誌に投稿中である.すでに横浜市西

区，神奈川区，保土ヶ谷区，南区，中区，相模原

2，相模原3，海老名の各メッシュで採集され

ており.県内各地に広がっている可能性が

高い.在来のアワゴケによく似ているが，

葉はへら形で細く，果実には短いながらも

明らかな柄があり，稜が翼にはならない.

アワゴケと同様に庭などのやや湿った裸

地に生え，ときには両方が同じ庭に生えて

L 、るのを見るとともある.アワゴケは4月

から11月頃まで見られるが，アメリカアワ

ゴケは4月から7月頃までに限られるよう

である.6月の梅雨頃までに，アワゴケが生

えている庭が近所にある方は注意して見

ていただきたい

イケノミズハコベ類似植物(アワゴケ科)

イケノミズハコベCαllitrichest，α:gnαlis 

Scopはヨーロッパに広く分布し，北アメ

リカに帰化している水草で，山梨県の富士

山周辺のクレソン畑に帰化したことが報

告されている(森田・李，1998.植物研究雑

誌 73:48-50).松本雅人氏が相模原市など

の権数のクレソン畑でイケノミズハコベ

に似たアワゴケ科植物を採集された.葉が

倒卵形で5脈があり，水中葉があまり発達

せず，茎の先端にロッゼ卜状に葉をつけて

浮く点などはC.stαgnalisによくあうが，

果実が直径1.5mmほどで，稜にはきわめて

狭p翼しかない.C. stagnalisの果実は直

径1.8mmあり，稜には広い翼があるという

ので，ぴたりとは一致しない.ヨーロッパ

のC.platycarpαKutz.あたりが有力候補

になっているが，葉の形など植物体全体は

C. stagnalisの方によくあう.学名につい

ては引き続き検討したい.クレソンを栽培

している地域では注意して欲しい.

アメリカキカシグサ(ミソハギ科)

Rotalαrαmoisior (L.) Koehne 

北アメリカ原産のミソハギ科キカシグ

サ属の帰化植物.吉川アサ子さんが1997年

8月に横浜市保土ヶ谷区花見台の公園の植

え込み内で採集された.1998年夏には見ら

れず，一時的な発生であったが，日本での

最初の記録である.詳細は神奈川自然誌資

料(20)に報告した.

アメリカアワゴケ.河済英子撮影.
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アメリカクサレダマ (サクラソウ手ヰ)

LysimαchiαciliatαL 

座間市栗原の遊水池内で採集された花

は黄色で.クサレダマに似るが，葉の裏面

に腺点、がない.北アメリカ原産の上記の学

名のものと判明し，アメリカクサレダマの

和名をつけ，日本新産の帰化植物として，

松本雅人氏との共著で植物分類地理

49:74-76に報告した.

シ口バナノホトケノザ(シソ科)

Lagopsis supina (8胞ph.)Ik.-Gal. ex Knoη. 

ミナトメハジキの和名でFlora

Kanagawa(34)に報告したメハジキ属に似

たシソ科植物は中国原産の上記の学名の

もので，すでにシロパナノホトケノザの和

[ 
B 

アメリカキカシグサ.A全草(スケールは

5cm) ， B:琴筒に被われた果実と2個の琶葉

(スケールはlmm).神奈川自然誌資料

(20)より転載.

名があることが判明した.1992年4月に横

浜市中区新港埠頭で採集され，3年間ほど

生育していたが，埠頭の整備により失われ

た.いわゆる一時帰化ではあるが，日本へ

の最初の野生化の記録である.詳細は神奈

川自然誌資料(20)に報告した.

モナルダ・ディスペルサ (シソ科)

Monαrdαdispersα8mall. 

吉川アサ子さんが保土ヶ谷区花見台の

路傍で1998年7月1日に採集された.花や花

序のっくりがタイマツバナM.didymαL. 

に似ているので，Monαrdα属と判断し，

Britton & Brown， Illust.Fl.よりM.
dispersαと同定した.Monαrdα属はアメ

リカ合衆国からメキシコにかけて12種ほ

どが分布し，タイマツバナやヤグルマハッ

カM.fistulosa L.がよく栽培されている.

また ，ケショウヤグルマハッカ M.

punc如何 L.が山梨県に帰化の記録(村田

源，1982.分類地理，33:354)がある.

....... 
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ヒメツクバネアサガオ(ナス干ヰ)

Petuniαparviflora Juss. 

座間市小池の畑地内で採集された高さ

10cmほどの小型の植物で，一見するとゴ

マノハグサ科クワガタソウ属植物に見え

る.栽培されるペチュニアの仲間で，南北

アメリカに分布し，オーストラリアや

ニュージーランドに帰化している.花冠は

淡青色の漏斗形で長さ5-7mmしかない.

日本新産の帰化植物として上記の和名を

つけ，発見者の松本雅人氏との共著で植物

分類地理49:74-76に報告した.兵庫県加西

市でも1995年に採集され，上記の学名のも

のと同定されていた(水田光雄，1998.兵庫

県植物誌研究会会報，(36):7). 

ヒロハフウリンホオズキ(ナス平ヰ)

Physalisαngulata L. var.αngulata 

山本絢子さん，中山博子さん，松本雅人

さんが，センナリホオズキに似た植物で，

茎や葉は芽の部分を除いてほとんど無毛

で，花冠内面中央に紫黒色の斑がないもの

を持ってこられた.同じものは神奈川県植

物誌1988のセンナリホオズキの標本にも

数点含まれていた.上記の和名を新称して

整理することにした.葉は卵形で縁には不

揃いな鋭鋸閣があり，花柄は5-15mm，果

時に10-20mm，花時の専は裂片も含めて

長さ4-5mm，専裂片は長さ2-2.5mm，蔚

は長さ約2mm.北アメリカ原産.学名のp

m伊 lataは日本では古くからセンナリホ

オズキにあてられていたが，本種が本当の

P. angulataで，センナリホオズキは p

pubescens L.である.これらについては，

次のホソパフウリンホオズキ，ナガエノ セ

ンナリホオズキの学名とともに別に詳細

に報告する予定である.

ホソパフウリンホオスεキ(ナス科)

Physαlisangulαtα L. v訂•lanceifoliα(Nees) 

Waterfョ11

北アメリカ原産のホオズキ属でヒロハ

フウリンホオズキに近縁な植物が採集さ

れている.茎や葉がほとんど無毛な点，花

冠内面中央に紫黒色の斑紋がない点など

がヒロハフウリンホオズキと共通するが，

葉が披針形で，花柄は花時に20-30mm，

果時には30-50mmlこ達すること ，花冠が

4-5mmと小さく，花時の専は裂片も含め

て長さ2-3mm，尊裂片は長さ 1mm，蔚は

長さ1-1.5mmしかない点、で区別できる.

上記の和名をつけて整理することにした.

ホソパフウリンホオズキの葉は披針形で，

花柄が長いためにナガエノセンナリホオ

ズキと誤解されやすいので注意されたい.

ナガエノセンナリホオズキの花は直径15

-20mmあり，白色で中央が黄色で，ほと

んど平閲する.尚，ナガエノセンナリホオ

ズキの学名はP.pendulαとされてきたが，

北アメリカ西部のP.wrightiiA.Grayに訂

正すべきと思われる.

ウスゲホオズキ(ナス科)

Physalis longifolia Nu抗.var. subglabrat，α 

(Mackenz. et Bush) Cronq 

相模湖町で1998年7月に酒井藤夫さんが

採集された.多年草で地下茎がある.茎の

上部を除いてほとんど無毛.尊は脈上にの

み短圧毛があり ，花冠は直径10-15mmあ

り，平開せず，花冠内面に紫斑がある.花糸

は偏平で蔚と同じ位の幅がある.蔚は長さ

3-4mmある.北アメリカ原産.上記の和

名を新称して整理することにした.

ウスユキムグラ(アカネ科)

AsperulαtrifidαA.Gray 

箱根双子山や神山にあることが以前か

ら知られ，東大，科博，都立大に標本も残さ

れているが，植物誌1988では未確認とされ

た.ところが.標本を配架している際に，高

橋秀男さんが昨年夏に双子山で採集した

ヨツパムグラの標本があった.どこか様子

が変だなと思い，ルーペで葉の毛をチェッ

クして見たところ，葉の下面脈上と葉縁に

のみ短毛が生えており，ウスユキムグラと

判明した.ヨ ツパムグラでは葉の上面下面
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ともに全体に粗毛が散生している.

ウスユキムグラは花冠に短いが筒部が

あるので，ヤエムグラ属(Galium)ではな

く，クルマパソウ属(Asperulα)にされてい

るが，全体や葉の形はヨツパムグラ

Galium trachyspermum A.Grayにきわめ

てよく似ている.花や果実がついていれ

ば，花冠に筒部があることや，分果の表面

が平滑なことでも区別ができる.

植物誌1988で採集されたヨツパムグラ

の標本を再度チェックしてみた所，ケナシ

ヨツパムグラ Galiumtrachyspermum 

A.Gray var. nudicαrpum Hondaとされ

ていた箱根神山の標本(Sep.4，1983勝山輝

男 KPM-NA1023851)とヨツパムグラと

されていた箱根双子山(Ju1.11，1985浜中

義治 KPM-NA1023851)の標本がウスユ

キムグラであった.したがって，植物誌

1988のケナシヨツノfムグラを削除し，ウス

ユキムグラがHAK-4とHAK-51二分布点が

あることになる.

キクイモモドキ(キク科)

Heliopsis heliαnthoides (L.) Sweet 

吉川アサ子さんが保土ヶ谷区星JlI2丁目

で1994年9月5日に採集された不明のキク

科植物が未決標本の山の中にあった.ヒマ

ワリやキクイモの類(Helianthus)に似て

pるので，そのあたりから調べ始めたが，冠

毛が全く欠けているので，近縁の他の属を

調べたと乙ろ，キクイモモドキ Heliopsis

helianthoides (L.) Sweetと判明した.北ア

メリカ原産で，園芸用に導入されたが，性質

が強く野性化しやすいようだ.植物誌1988

では記録されていない.北陸館の帰化植物

図鑑P.32に図が載っている.

ナタネタビラコ(キク科)

Lapsαna communis L. 

ヨーロッパ原産の1年草で，舌状花のみ

からなる直径9mmぐらいの黄色の頭花を

つける.茎の下部の葉は著しい頭大羽状に

分裂し，上部の葉は卵形である.1999年2月

に川崎市高津区久地で高橋英さんにより

採集された.長田(1972，北陸館帰化植物図

鑑)は1959年に神奈川県への帰化を記して

いるが，神奈川県植物誌1988では採集され

ていない.

神奈川県植物誌イネ科の担当から

のお願い

(佐藤恭子)

植物誌改定のための野外調査は，あと少

しになって しまいましたが，イネ科植物に

ついて，採集に際し特に注意していただき

たいケースをいくつかあげてみましたの

で，ご協力をお願いいたします.

(1)植物誌1988では，種内分類群を区別し

なかったのですが，今回は分類を細かくす

る可能性があるので，できれば両者を区別

して採集してほしいケース.

-チガヤ

フシゲチガヤ・・・稗の節に毛がある.

ケナシチガヤ・・・稗の節に毛がない.観察

によるとフシゲチガヤに比べて葉身が短

く，花期が1ヶ月近く早く，湿り気の多いと

ころにみられた.

・スズメノテッポウ

スズメノテッポウ・・・水田に生育するタイ

プ.小穂長は3-3.5mm.

ノハラスズメノテッポウ・・・畑などのやや乾

燥した場所に生育するタイプ.水田型に比

べて小穂が小さく(2-2.5mm)，芭も短い.

・チヂミザサ

コチヂミザサ・・-全体に毛が少ない

ケチヂミザサ・・・葉面，葉鞘，花序の中軸に

開出した毛が多い.

(2 )種の変異の範囲に対する考え方が変

わったケース.

-タイヌビ工

植物誌1988では，ヒメタイヌピエの小穂長

を3mm，タ イヌビエを4-5.5mmとしてい

ましたが，ヒメタイヌビエには小穂がもう

少し大きいものもあり ，より明確に区別す
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イヌビエ型

(ヒメタイヌビエ ・

ヒメイヌビエ)

タイヌビエ型

るためには，第一琶穎の形(図)も用いた方

がよいということがわかりました.そのた

め，植物誌1988でタイヌピエとされたもの

の中にヒメタイヌビエがかなり含まれて

pました.タイヌピエがすでに採集済みと

されているメッシュでも両者に注意して

調査を進めていただきたいと思います.

厚木市大山山頂植物記

(諏訪哲夫)

高校生の頃，石田光治郎「霊岳大山」

(1917)の大山植物総目録を見て，いつか相

模大山の植物を調べたいと夢みたことが

あった.

1995年10月9日厚木市教育委員会の予備

調査として不動尻 (alt.345m)から唐沢峠

(820m)をへて，大山山頂 (1252m)まで

の植物調査が計画された.担当は，高橋秀

男氏・ 田中美記子氏と筆者の3名，それに

事務局から 2名が加わった.標高50mごと

に植物を記録して行き ，唐沢峠でテツカエ

デとおもわれる植物を採集したが，これは，

その後の研究でウリハダカエデと訂正した.

80仇nで、イヌブナ・モミ .840mで、ミズナラ・

ブナ・シロヤシオを記録した.その時，大

山の標高と植物の関係，植物ごよみなどの

テーマを思いついた.14:30. 925mまで、登っ

たが急峻で、あり，帰りの時間のことも考え

山頂は諦め，帰路についた.

そして.1998年に弁天の森 (60Om).唐

沢峠，厚木市側大山山頂を3班に分れて調

査することになった.筆者は，ヤピツ峠か

ら登り ，山頂から通称北尾根(1252-

1150m)を担当することになった.以下は，

その記録である.

1998年4月21日(火)晴れ.4:30に起

床し調査の支度をする.7:00厚木市郷土

資料館で同行の真形氏と落ち合い，氏の

車でヤピツ峠へ向う .東名の側道を利用

するので，スムーズに走り 8:00ヤビツ峠

に着く.高度計を760mに調整し，直ちに

登山にかかる.I植物ごよみ」のメモをと
りながら登る.

マメザクラ・ヤマザクラが満開.マメザ

クラのお花見は，初めてなので気分がよ

い.ウグイスカグラ・コナラなどは，まだ

花をつけていない.

10:30山頂着.阿夫利神社奥の院へ拝礼，

休む間もなく山頂の調査にかかる.ここで

もマメザクラが満開.電波塔のわきからス

ズタケのブッシュを抜けて北尾根へ進む，

なだらかな斜面が気持よい.アブラチャン

が満開，キクザキイチゲ ・シコクス ミレな

どが花をつけている.

1150mで調査を打切り， 昼食.13:00に

山頂へ戻る.調査時間は.2時間半位.下

山しながらも植物ごよみのメモはとる.

14:00すぎヤビツ峠着.しばし，喉をうる

おして 15:00帰路へ.郷土資料館で採集品

の押し葉を30分位して，今日の行程を終え

た.標本乾燥は，明日の予定.

5月31日(日)晴れ，雨天がずっと続い

たので月末になってしまった.今日は真形

氏の都合がつかず，単独行となる.登山連

盟の行事で駐車場は満杯，仕方なく道路わ

きへ駐車.

植物ごよみのメモをとりながら登る.ヤ

マザクラは，実が熟している.ヤマボウシ・

ヤマツツジが満開.山頂では，サラサドウ

ダンが満開.北尾根のヤブデマリ・ミヤマ

ガマス守ミ・ツクノTネソウ・クワガタソウ・
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ホソパテンナンショウも開花.特に，満開

のヤマツツジがすばらしい.下山は，前回

に同じ.

6月21日(日)曇り，今回は，豊田路子

氏と同行する.厚木を 6:40に出発したの

で，山頂へ10:00に着いた.登山中は山霧

が立ちこめていたが，山項はまずまずの天

気.植物ごよみは，ウツギ・ シモツケ・ ヤ

マアジサイ・コアジサイが満開.ギンリョ

ウソウも咲いている.北尾根では，クワガ

タソウ・ホガエリガヤ・エゴノキの花が自

につく.ホガエリガヤは，主にミズナラ帯

の植物で，私は初めて出会った.

下山途中，秦野側800mでクモキリソウ

の開花株を豊田氏が発見，2株のうち 1株

を採取した.

7月25日(土)曇り，健康回復の真形氏

と同行.10:00山頂着.植物ごよみは，ウツ

ボグサ・ホタルブクロ・タマアジサイ ・ヤ

マユリ・シロパナイナモリソウ・キヌタソ

ウ・ノリウツギなどが満開.

北尾根では，ヤマカモジグサの大群落が

開花.パライチゴ・クロテンコオトギリ・

タニタデ・ウスユキソウの花も見られた.

ウスユキソウは，ブナ帯特有の種類だ.サ

ラサドウダンは，実になっていて花期と違

p同定に手間取った.

今日の山中は，山霧が濃く 「雨降山jの

別名もむべなるかなと感じた.

8月11日(火)曇り， 真形氏と同行，山

頂10:00着.植物ごよみは，マルパハギ・ウ

ラハグサが咲きはじめ，キンミズヒキ・ダ

イコンソウ・リョウブ・ヌスビトノ、ギ・ア

キノタムラソウが開花.秦野側970mで真

形氏がハクウンランを採った.山頂ー北尾

根では，ケゴンアカパナ ・リョウブ・ヤマ

モミジガサ・タテヤマギク・コフウロ・ト

ンボソウ ・ウスユキソウ・タニタデなどが

開花.今回は，リョウブの満開とトンボソ

ウを何株も見たのが印象的であった.

9月26日(土)曇り・雨，真形氏と同行，

7:45ヤピツ峠， 9:50山頂.この間秦野側で

は，テンニンソウ・ノコンギク ・シラネセ

ンキュウ・アキノキリンソウ・フジアザ、ミ

などが満開，ヌスピトハギ・ヤマボウシ ・

クロテンコオ卜ギリなどは，実になってい

る.その他の植物も目についたものは，す

べて 「植物ごよみjとしてメモし，標高を

記録する.

山頂で小休止の後，北尾根へ向う.入口

のスズタケが左右それぞれ 1m幅に刈ら

れ，歩くには楽だが今後，登山者の踏込み

が多くなるかも知れない.ここでは，ヤマ

トリカ ブト・ホソエノアザミ・シロヨメ

ナ・センブリ・カ シワパハグマなどが満

開，リンドウは，蓄だ.フジアザミ・ウス

ユキソウは咲き終り ，アブラチャ ンに花芽

が見られた.

雨が降りだしたので，11・30，1150mの

シナノキ大木から引き返し，山頂での畳食

もそこそこに下山.雨は降ったり止んだり

で，風がないので傘をひろげた.

今日は，秋雨前線の通過で余りよい条件

ではなかったが，一応調査の目的は達した.

10月28日(水)快晴，真形氏と同行.天

候が悪く一日延しての山行，昨夜の雨で道

は湿っているが今年一番の好天気だ.8:00 

ヤピツ峠，10・00山頂，ノコンギク・リュウ

ノウギク・アキノキリンソウ・シロヨメナ

が満開，ヤクシソウは咲初め.1170mのガ

レ場から丹沢二ノ塔， 三ノ塔，そして，そ

の真ん中に三合固まで冠雪した富士の全容

が見える.山頂からは，江ノ島・馬入川が

望見できた.

ご神木のブナは，黄葉し半ば葉を落して

いる.胸高直径を測ったら 90cmあった.

北尾根は，風当りが強いためか樹木は大

半，落葉し紅葉も貧弱だ.リュウノウギク

の花も秦野側の1170mで見たのを最後に，

山頂から北尾根では見あたらない.ここで

は，花のあるものは皆無で，ホソエノアザ

ミもロゼットになり ，ケカマツカ ・マユミ・

門
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アズマイバラ ・ヤマボウシの赤い実が目立

つ. サンショ ウも実のある標本がとれた.

1185mのツガの胸高直径は55cm，1150m 

のシナノ キのそれは70cmあった.

大山山頂は既に初冬，今年の植物調査

も今日が最後かという感じ.はやばやと

12:00に山頂へ戻り，畳食後下山した.と

もあれ， 4月から 10月まで計.7回，天候

に苦労しながらも大山山頂調査を実施で

きたことは，ありがたいことであった.こ

の短報が，今後調査する人の参考になれ

ば幸である.

なお， 1999年度はメンバーを交代し，佐

藤恭子・藤田千代子・田中美記子の各氏が，

ヤビツ峠~山頂ー不動尻のコースで調査を

既に3月から開始している.成果に期待す

るところ大である.

植物誌1988のコウセンガヤ

(木場英久)

植物誌1988でコウセ ンガヤChlorisra-

diatαSw.とされている標本(全部で2点)

は，どちらもアフリカヒゲシノ¥(ローズソ

ウ)C. gayana Kunthの誤同定で、あること

がわかりました.コウセンガヤは2小花よ

りなり ，第一小花の護穎は側面から見て細

L 、長楕円形ですが，神奈川県産の2点の標

本は3-4小花よりなり ，護穎もl幅の広い倒

卵形をしていました.

神奈川県産オヒゲシパ属検索表

日本産のオヒゲシパ属植物は，すべて帰

化植物です.稗の先端に多数の総を掌状に

つけるイネ科植物で，2から5個の小花から

なる小穂をつけ，第一小花は両性ですが，

上方の小花は退化傾向にあります.諮穎の

先に長いさがあるのも特徴です.この属の

植物はオヒゲシパ以外は標本があまり取

られていません.以下に，神奈川県産のオ

ヒゲシパ属の検索表を示しますので，ぜひ

標本を採集してください.

『神奈川県植物誌1988jで取り上げ

られていない帰化植物ほか(2)

(田中徳久)

「神奈川県植物誌2001Jに向け，勝山輝

男氏同様，備忘録として， r神奈川県植物
誌 1988Jの補遺等を報告する.

Crepis capillarisとCrepissetosa 

「神奈川県植物誌1988Jで大場達之氏に

よりナイトウニガナと新称された Crepis

capillαnsは，森(1978)により，すでに

セイ ヨウニガナの和名が新称されていた.

セイヨウニガナと呼ばれたCrepiscapillaπs 
の標本は，現在も本調査会で活躍されてい

る山田文雄氏が， 1977年6月15日に戸塚区

平戸町で採集したものである.

県博にある山田文雄氏が 1980年7月6

日に戸塚区平戸町で採集したアレチニガナ

の標本ラベルには，セイヨウニガナを消

A.総は，開出する ...............................................，.................................................メヒゲシパ

A.総は，斜上する

B.第1小花の護穎は細い長楕円形.第2小花の護穎の基部は滑らかに柄につながる

. (コウセンガヤ)

B.第1小花の護穎は倒卵形.第2小花の護穎の基部と柄の境目は明瞭で、ある

C.第2小花は雄性(まれに両性)……...・ ・・・・ ・・H ・H ・.....…....・H ・--….--・H ・-アフリカヒゲシパ

C.第2小花は外穎のみに退化する

D.小穂は2小花からなる.…....・H ・-…....・H ・-……・……………H ・H ・H ・H ・-……………オヒゲシパ

D.小穂は3-4(5)小花からなる…....・H ・....……H ・H ・-…………….--・H ・-…ムラサキヒゲシパ
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し，別の筆跡でアレチニガナと書かれてい

る.山田文雄氏と森茂弥氏が ，Crepis 

cα:pillarisに対して同じ認識を持っていた

とすると，森 (1978)の報告したCrepis

cα:pillαns は，Crepis setosαアレチニガナ

の誤同定であったとも考えられ，Crepis 

cαpillαris'こナイ トウニガナの名前が残る

ことも考えられた.しかし，森 (1978)は，

総琶片の脈上に腺毛があることを記してお

り，これは「神奈川県植物誌1988Jの大

場達之氏のCrepiscα:pillarisの記述と一致

する.厳密に言えば，森 (1978)の報告の

もとになった標本を検する必要があるが

現状では，Crepis capillarisはセイヨウニ

ガナと呼ぶのが適当で、あると思う.

なお，アレチニガナは，r神奈川県植物
誌1988Jでは，横浜市と横須賀市で記録

されているが， 小松崎 (1972)は，逗子

市に蔓延していることを報告している.

ヨツパハコベPolycarpontetrα:phyllum 

横浜の河清英子氏が， 1997年5月30日，

横浜市西区みなとみらL、3丁目で採集した.
ヨツパハコベは，ナデシコ科の1年草で，葉

が4枚輪生する.世界的な広分布種で，r日
本帰化植物図鑑J(長田， 1972)，r原色日本
帰化植物図鑑J(長田， 1978)に図がある.

サンシチソウ匂'nur，αjα:pomcα

横浜の野津信子氏が， 1997年8月14日，

横浜市栄区本郷台で採集した.サンシチ

ソウは，キク科の多年草で，頭花はすべて

両性の筒状花からなり，黄色く，葉は卵形

一長楕円形で，羽状に深裂する.中国原産

で，薬用に栽培されていたが，現在は逸出

している.I日本帰化植物図鑑J(長田，
1972)に図がある.

コンロンソウ Cαrdαmineleucαnthα 

「神奈川県植物誌1988Jでは触れられて

いないが，正宗 (1976)が箱根の外輪山

で記録している.県博には，最近，海老名

市の河文猛氏が持ってこられた，海老名

市伊勢山で1957年10月26日に採集され

た標本がある.

ツガ‘Tsugαsieboldii

「神奈川県植物誌1988Jでは，丹沢山塊

のみに記録があるが，正宗 (1978)が，箱

根外輪山で記録している.その後，井上香

世子氏・蛇子貞二氏・勝山輝男氏ほかが，

箱根町湯本一三所山で1998年11月21日

に採集した.
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先人の標本をたずねて(1) 

ーハーノfリウムの標本調査から一

(高橋秀男)

先人の収集した標本で， I神奈川県植物
誌2001Jの参考になる資料を順次紹介し

ていきたいと思う.調査したハーバリウ

ムは東京大学総合研究博物館・ 東京大学

理学部付属植物園 (TI)，東京都立大学牧

野標本舘 (MAK)，国立科学博物館

(TNS) ，横浜市こども植物園 (YCB)，神

奈川県立生命の星・地球博物館 (KPM)な

どである.このデータの一部は，神奈川県

RD調査報告書に発表したものも含まれて

いる.また，ローマ字で書かれたラベル

を，和文に直したものもあるので，ラベル

の原文とは若干異なっている.この記録

を作成するに当り，標本の閲覧を許可さ

れ，色々と便宜を与えられた，ハーバリ ウ

ムの先生がたに，厚くお礼申し上げる.

なお配列は不同である.

1.ウメガサソウ(イチヤクソウ苧D
相州逗子神武寺 Jun.3.1928 原寛 TI

相模大磯高麗山Jun.4.1921小倉謙官

2.ガガブタ(トチカガ ミ科)

小田原濠 J叫.20.1935 採集者不明 TI

Q
u
 

p
h
d
 

v
h
u
 



3.オグルマ(キク科)

お玉ケ池 Sep.20.1926 T.Sawada 

(津田武太郎)TI 

芦ノ湖畔胴切 Sep.22.1933 T.Sawada 

(津田武太郎)TI 

4.コウリンカ(キク科)

箱根神山 Aug.31.1926 T.Sawada 

(津田武太郎)TI 

丹沢山 Aug.24.1950 山崎敬一TI

5.ミズノオ(シソ科)

相模茅ヶ崎1915牧野富太郎MAK68646

(2枚) Det.G.Murata 

相模戸塚 1915牧野富太郎 MAK68647

Det.G.Murata 

相模平塚Sep.1905牧野富太郎MAK36025

6.オオヤマツツジ(ツツジ科)

相模津久井郡与瀬町見沢ca.220-500m

Mar.26.1959水島正美 MAK24461. 

7シロバナナンノTンギセル(ノ、マウツボ科)

横浜市川島Sep.15.1934松野重太郎官イ

ロナシギセル(nov.)Det.Y.Momiy.釘na，1978
8.ヤマウツボ (J、マウツボ科)

足柄下郡箱根山 May.25.1914 牧野

富太郎 MAK176529 

9.トキソウ(ラン科)

箱根仙石原 Jun.13.1937 富樫誠TI

10.ハコネラン(ラン科)

相模箱根神山(津田武太郎氏コレヲ発見

ス) Jul.19.1930 久内清孝 TI Det. 

F.Maekawa Type (Rαkoneαste sawadae 

とされている)

11.ムギラン(ラン科)

相州鎌倉建長寺(イブキピャクシンに

着生) Jun.3.1928 原 寛 TI

津久井郡三井村 Feb.21.1960 原寛 TI

1999年度総会報告

(事務局)

1999年度の総会が，1999年4月17日

(土)，県立博物館講義室で開催されまし

た.1998年度の事業報告，決算報告がなさ

れ，1999年度の運営体制と事業予定，予算

が審議され，可決されました

その後，植物誌改訂のための調査につ

いての説明と，各ブロックの活動状況の報

告がありました。続いて，勝山輝男氏からホ

オズキ属の分類について話題提供があり，

盛況のうち，閉会しました。

.1998年度事業報告

1998年2月28日 1998年度総会

(横浜市こども植物園)

1998年2月28日第2固執筆者会議

(横浜市こども植物園)

1998年6月20日 フロラカナガワ46号発行

1998年7月26日第2回編集委員会

(神奈川県立生命の星・地球博物館)

1998年9月5日第3回編集委員会

(神奈川県立生命の星・地球博物館)

1998年10月31日第3固執筆者会議

(神奈川県立生命の星・地球博物館)

1998年12月20日フロラカナガワ47号発行

その他

『籾山泰一先生卒寿記念論文集jの販売

(継続)

『籾山泰一先生卒寿記念論文集jの新し

L 、植物誌会員への配布(継続)

※なお，I神奈川県植物誌2001Jのための
活動は割愛しました.
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作業委員 ブロック事務局+執筆者

ブロック事務局

横浜:高橋秀男・堀川美哉・武智憲治

川崎:吉田多美枝 ・吉田三夫

三 浦:山田友久・青木清勝・大森雄治

湘南:守矢淳一 ・浜口哲一

厚木(小):諏訪哲夫 ・{左腕長子・椀真史

相模原(小):秋山幸也

津久井(小):小崎昭則

箱根(小):井上香世子・古川公貫

その他:城川四郎・勝山輝男・木場英久・

田中徳久

執筆者省略

編集委員 城川四郎・大場達之・大森雄治・

.1999年度運営体制

顧問 籾山泰一

代表 城川四郎

運営委員秋山守・大場達之・大森雄治・

小崎昭則・小原敬・笠原基知治・

北川淑子・鈴木一喜・諏訪哲夫・

高橋秀男 ・西山清治 ・長谷川義人 ・

浜口哲一 -守矢淳一 ・村上司郎・

山本明・勝山輝男・木場英久・

田中徳久

小崎昭則・浜口哲一・山本明・高

橋秀男・勝山輝男・木場英久・田

中徳久

会計監査諏訪哲夫・秋山守

事務局 勝山輝男・木場英久・田中徳久

※作業委員は，植物誌の改訂のための調査な

どの調整作業を行い，各ブロックの事務局と

執筆者で構成される.

.1999年度事業計画

f神奈川県植物誌1988j改訂のため検
討・調査

『神奈川県植物分布図集j(分布点の確

認用)の刊行

フロラカナガワの発行(年3回.4月・

9月.1月頃を予定)

フロラカナガワ総目次の作成

野外研究会・標本同定会(基本的に各ブ

ロックが主催し，事務局は連絡を受

け持つ)

『籾山泰一先生卒寿記念論文集Jの販売
促進(継続)
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• r神奈川県植物誌200ljのための調査
について

1.今後のスケジュール

基本的に， 2000年の前半までが調査期

間となるが，実質的な調査は， 1999年で

終了し，その後は補充調査となる.

1999年6月暫定版分布図の作成・配布

2000年5月原稿提出

原稿の確認

編集作業

2001年3月「神奈川県植物誌200lj出版

2.今後の調査の進め方

事務局で作成 したブロックごとの

チェックリストにより，穴埋めのための

採集を行い，さらに全種について，各調査

メッシュごとの推定比較数量 (4段階;r平
塚植物誌Jを参照)についてのデータを収
集する.

なお，推定比較数量のデータは，ブロッ

クごとに集約し，事務局で取りまとめる

(今年度末にはデータの収集を行いたい)

.推定比較数量

多:多い.その種の生育する環境に広

く分布し，個体数も多い.

普 :普通.広く分布するが，個体数は多

くない.または，数ヶ所にたくさん

生える.

少:少ない.数ヶ所に少数が生える.

稀:稀.調査期間中に 1-3回，少数が

発見されただけ.

訂正

(事務局)

本誌前号529ページの山本明さんの報文

の冒頭にあるrAthyrium sheαreri (Bak.) 
Chingform. sαitoαnum Sugim.Jは原稿に

は無かったものですので，この部分を削除

してください.この学名は，ホクリクイヌ

ワラビをウラボシノコギリシダの品種と

して扱った場合の物です.山本さんの文章

を読み進むとホクリクイヌワラビは，ウラ

ボシノコギリシダとイヌワラビの雑種

Athyrium X sαitoanum (Sugim.) Seriz. 

と示しであるのに，冒頭に別の学名を入れ

てしまいました.

山本明さんや読者の皆様にご迷惑をお

かけしたことをお詫びいたします.今後こ

のようなことの無いように心がけるとと

もに，発行までの時間を惜しまずに，著者

の皆様に確認をお願いするようにしたい

と思います.ご協力をお願いいたします.

編集後記

先日の総会でお配りした資料や，現在作

成中の分布図集では，時間的な制約から，

城川さんや佐藤さんが紹介してくださっ

たような「分類群の範囲の変更」には対応

しきれていないと思いますが，追って本誌

等で最新の採集状況をお伝えしたいと思

pます.
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